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CITRATE (CG-120) THERAPY FOR UROLITHIASIS 
2. EFFECT ON URINARY AND SERUM BIOCHEMISTRIES
  Tadashi OHKAWA, Shoichi  EBISUNO, Shigeyoshi MORIMOTO 
                  and Shu YASUKAWA 
       From the Department of Urology, Wakayama Medical College 
                    (Director: Prof. T. Ohkawa) 
    Takao SONODA, Takuo KOIDEand Toshitsugu OKA 
   From the Department of Urology, School fMedicine, OsakaUniversity 
                    (Director: Prof. T. Sonoda) 
           Yoshirou Aso and Eiji HIGASHIHARA 
From the Department of Urology, Faculty of Medicine, the University of Tokyo 
                     (Director: Prof. Y. Aso) 
Ryuichi KITAGAWA, Yoshihide OGAWA and Makoto MoROZUMI 
 From the Department of Urology, School fMedicine, Juntendou University 
                  (Director: Prof R. Kitagawa) 
          Atsushi TAJIMA and TomomiUSHIYAMA 
 From the Department of Urology, Hamamatsu University School fMedicine 
                  (Director: Prof. Y. Aso) 
           Sunao YACHIKU andShigeru ARIMA 
       From the Department of Urology, AsahikawaMedical College 
                    (Director: Prof. S. Yachiku)
大 川,ほ か:尿 路 結 石,ク エ ン酸療 法 919
Masafumi Takeuchi, Akira WAKATSUKI, Toshiharu  Nlsxto, 
          Osamu KAMEI and Yukichi ABE
From the Department of Urology, Ehime University School rf Medicine 
(Director: Prof. NI. Tak: achi 1
   The long-term effects of citrate therapy (CG-120, 3 g/day or 4 g/day) were examined in 398 
patients with upper urinary tract calculi. We studied the influence of citrate therapy on urinary 
and blood biochemistries in 353 of them. CG-120 caused a sustained increase in urinary citrate, 
urinary pH and potassium, but no substantial or significant changes in other urinary parameters 
(uric acid, phosphate, oxalate, sodium, chloride and urine volume). Although urinary calcium 
decreased significantly up to the 24th week, it did not change significantly there after and it 
tended to increase at the 54th week. Urinary creatinine excretion decreased after 34 weeks of 
administration, but this phenomenon could not be explained, because the level of blood urea 
nitrogen and serum creatinine was not elevated in any case before administration. There were 
no changes in the serum calcium, magnesium, phosphate, uric acid, sodium, potassium or chloride 
level.
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な され た.尿pHはpHメ ー タ 一ー(日立 一堀場,F-7)を
用 い,ク エ ン酸 は クエ ン酸 リア ーゼ に よる酵 素法D,蔭
酸は イ オ ン クロマ トグ ラ フィ ー2)によ り各 々測 定 され
た。 カル シウ ムお よび マ グネ シ ウムは 原子 吸光 分 光光
度計(日 立,Z-6000型)が 用 い られ,ナ トリウ ム,
カ リ ウムお よび クP一 ル は炎 光 光度 計,(日 立750)
リンはFiskeandSubbarow法で行 わ れ た.ク レ
ア チ ニ ン お よび 尿 酸 ク ロー ル は オ ー トアナ ライ ザ ー
(オリンパ スACA8000)を 用 いて 定 量 が な され た.
また,血 液 化学 検 査 は参 加 各 施設 の 検査 室 で 行わ れ
た 結 果 を集 計 した もの で あ る.
検 査成 績 の解 析 は 投 与前 お よ び 各投 与 期 間(4,
8,12,16,24,32,40,48および56週 後)に お い
てpairedt・test,Wilcoxon法お よびunpairedt-
tcstで行 った.対 象 とされ た 症 例 は 臨床 効 果検 討 で
除 外 され た 対象 違 反,合 併 症違 反,前 投 薬 違 反 お よび
投 与量 違 反 の45例 は 除外 され た が,他 方,併 用 薬 剤
違 反 お よ び 服 薬 不 完 全例 な どの 症 例 はそ れ らの違 反
発 生直 前 まで の デ ータ を検 討 に加 え る ことに し,こ の
た め,検 討対 象 症 例数 は臨 床 成績 で の231例に対 し,
353例とな った(Tabie2).また,投 与 期 間 中 の検 査
時期,す な わ ち24時間尿 の 採取 の時 期 は各 症 例 に よ り
多 少 のず れ が生 じるため,16週 まで は ±2週 の近 いほ
うに含 め て 検討 され,16週以 降 は ±4週 の 近 い ほ うに
組み 込 む こ とに した.ま た,木 試 験 で はCG-120の
投 与 量 が39お よび49と の2群 と され てお り,臨
床 成 績 で はそ の各 々に 分 け て検 討 され たが,こ こ では
両 老 を 併 せた 形 で検 討 す る こ とに した.
結 果
検 査 結果 の うち,主 な もの に つ い てFig・お よ び
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Tableで示 した が,Fig.2～14には 各期 間 に お い
て 検査 され た 全 て の症 例 にお け る平 均値 お よび 標 準偏
差値 を 示 し,投 与 前 の値 と各 観察 期 間 に お け る値 の
unpairdt-testでの検 定結 果 を 記載 した.ま た,Ta-
ble3～15には投 与前 の値 と各観 察 期 間 にお け る値 の
pairedt-tastおよびWilcoxonでの検 定 結果 を 記載
した もの であ る.
1.尿 量(Fig.2,Table3):尿量 は投 与 前値 に比
較 し若 干 増 加す る傾 向 が伺 え る が,全 体 的 に は 大 きな
変 化 は認 め られ なか った.
2.24時間 尿pH(Fig.3,Table4):CG-120の
服 用 で尿 のpHは 平均 で0.3～0.4の上 昇が得 られ,
しか も これ らは投 与期 間 中 持続 す る こ とが 示 され た.
3.尿 中 ク レアチ ニ ン排 泄量(Fig.4,Table5):
尿 中 ク レアチ ニ ン排 泄 量 は投 与 開 始後32週以 降に 減 少
が認 め られ た.
4.尿 中 クエ ン酸 排 泄 量(Fig.5,Table6)=24時
間 尿 中 の クエ ン酸 排 泄量 は平 均100mg前 後 の排泄
増 加 が 認め られ,そ の増 加 は投 与 期 間 中持 続 す る こ と
が 明 らか で あ った.
5.尿 中 蔭 酸 排泄 量(Fig.6,Tablc7):蔭酸排 泄
量 は 投 与開 始8お よび12週で 有 意 の 増 加(paired検
定)が み られ た が,そ の後 の排 泄 量 は投 与 前 値 と比 し
て変 化 は認 め られ なか った.
6.尿 中 カ ル シ ウム排 泄 量(Fig.7,Table8):ヵ
ル シ ウ ム排 泄 量 は投 与 後24週まで は 減 少 を示 し,そ の
後 は投 与 前 値 に ま で 復 し,56週 で は逆 に高 値 を示 す
(paired検定)複 雑 な動 態 が 示 され た.
7.尿 中 マ グネ シ ウ ム排 泄 量(Fig.8,Table9):


















































































































































































































Fig.1.臨床 検 査項 目お よび検 査 時 期
Table2.症 例 内 訳









































































































































































































































































































Fig.5.24時 間 尿 中 クエ ン 酸 排 泄 量
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似た 動 き方 を示 し,投 与 後 早 期 に減 少 を示 した.
8・ 尿 中 リン排 泄 量(Fig.9,Table10)=尿中 リ
ン排 泄量 は ほ とん ど変 化 が 認 め られ な か った.
9・ 尿 中尿 酸 排泄 量(Fig.10,Table11)=尿酸 排
泄量 はpairedお よびunpairedの検 定 で は有 意 の
差が示 され てい る と ころ もあ るが,全 体 的 に は 著 明 な
変 化が 認 め られ なか った.
10。尿 中 ナ ト リウ ム排 泄 量(Fig.11,Table12)・
尿 中 ナ トリウ ム排 泄 量 は 投与 の前 半24週まで は僅 か な
増 加 傾 向 があ り,そ の 後 は投 与 前値 と差 が認 め られ な
か った.
ll.尿 中 カ リウ ム排 泄 量(Fig.12,Table13)=
尿 中 カ リウム排 泄量 は 投 与開 始4週 目か ら増 加 し,そ
の増 加 は投 与 期 間 を通 じて持 続 して いた.
12.血中 カル シ ウム,マ グネ シ ウ ム,尿 酸,リ ン,
ナ ト リウ ム,カ リウムお よび ク ロー ル値 は,統 計 学 的
に は 有意 の差 が示 され る時期 もみ られ た が,そ の動 き
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Fig.6.24時 間 尿 中 蔭 酸 排 泄 量Fig7.24時 間 尿 中 カ ル シ ウ ム排 泄 量
Table6.投 与 前 値 と の 比 較 一 尿 中 ク エ ン酸 排 泄 量(mg)
時 期NM
eanS.D.S.E.(週)
Pre値との 差 検 定











































































































































Fig.9.24時 間 尿 中 リ ン排 泄 量






























































































































































































































13.いわゆる低 クエ ン酸尿症患者と正 クエ ン酸尿













































































































































































































































































㌦ 「π 騙 「[一60… 一 ・昏
、鵡 、罪 ・48
Fig,10.24時間 尿 中 尿 酸排 泄 量Fig.11.24時 間尿 中 ナ トリウ ム排 泄 量





Pre値との 差 検 定
































































































































































































































































































































































































































で あ るぺ き もの と考 え られ る.
臨 床 的 に クエ ン酸 あ るいは クエ ン酸塩 の 投 与 で尿 中
クエ ン酸 排泄 量 が どの よ うに 変 動 す る かに つ い ては,
1982年にRudmanら3}が5,4gの クエ ン酸 ナ トリウ
ムの投 与 で 尿 中 クエ ン酸排 泄 量 に 差 は み られ な か った
とす る報 告,あ る いはFraserら4)がクエ ン酸 豆0川mol
の経 口投 与 で 差 は認 め られ なか った との報 告 な どが散
見 され て いた が,最 近 のPakら5-7)の精 力 的な 臨床







































Fig.14.過カ ル シ ウム尿 症群 お よび正 カ ルシ ウ
ム尿 症 群 にお け るCG-120投 与前 後
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